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手
相
員
沼
同
弘
、
豊
亘
か
を
水
量
で
求
尽
を
溜
し
、
淡
水
魚
め
の
五
療
と

し
て
釣
人
に
喜
ば
れ
、
農
産
物
と
、
と
も
に
そ
の
生
産
供
給
地
と
し

て
の
議
姿
な
役
綴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
ぎ
ま
し
い
勢
い
で
市
街
地
の
開
発
が
進
み
都

議
排
水
に
よ
る
汚
せ
ん
が
ひ
ど
く
、
穴
あ
き
術
と
い
う
北
町
療
が
発

生
す
る
に
い
た
号
、
ム
マ
や
都
内
水
の
貯
留
地
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

年。
J
弓
，

そ
こ
で
、
こ
の
汚
棋
倒
防
ふ
の
…
岡
崎
と
し
て
、
千
議
擦
と
波
紋
八

土
俵
軒
叫
に
よ
る
ヂ
災
沼
波
紋
〆
下
水
滋
事
業
が
判
明
夜
、
急
ピ
ッ
チ
マ
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
め
、
分
災
品
誌
で
杭
軒
家
絶
滅
械
切
に
み
ち
び
き
、
官
附
叩
帆
処
揃
慌
の
拍
棟
、

制
特
回
世
仙
川
へ
設
中
滅
す
る
も
的
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
に
は
一
務
幾
暗
殺
を
関
紛

L
、
昭
如
刊
六
十
五
年
に

は
金
百
出
問
濁
弘
知
を

g
ざ
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
当
業
で
は
手
実
罰
則
北
都
幹
線
の
管
路
埋
設
之
官
世
が
進
め

ら
れ
て
お
号
、
本
年
度
・
中
仁
註
手
賞
沼
終
求
処
滋
場
か
ら
同
開
発
一
円

新
聞
出
品
地
区
(
一
了
一
ニ
・
一
号
線
市
内
)
ま
で
完
成
す
る
予
定
で
す
e

作
品
盤
時
抗
軒
柏
駅
え
世
帯
に
伸
汁
い
、
市
泣
関
連
公
共
下
水
道
事
業
を
計
画

L
‘
総
務
m
w

最
も
纂
惜
粧
品
開
在
錨
設
で
あ
る
下
水
道
の
整
備
を
急
い

で
い
ま
す
。
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忽
い
だ
し
た

よ
う
に
持
絞
よ

ヰ
沼
地
し
て
く
る

暑
さ
だ
が
、
ん
判
官

の
伎
に
も
、
察

め
た
た
ず
ま
い

に
も
、
制
判
タ
mw

九
点
気
持
制
札
ぎ
わ

り
に
も
‘
い
つ

し
か
絞
ら
し
い

が
慾
ぜ
ら
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手翼沼流域下水道系統悶

実
ヶ

議
プ.. 

p 

ま
ず
我
捺
子
駅
眉
辺
か
ら

護軍持111日 1品誌発行

我
孫
子
市
町
汚
水
内
総
水
系

統
は
、
策
閣
悶
に
合
絡
が
縫
っ
て

い
る
地
形
上
、
こ
の
ム
品
目
叫
掛
か
ら

北
側
帥
へ
後
れ
る
災
後
山
内
系
統
と
、

市
開
係
へ
淡
れ
る
必
ず
繁
沼
系
統
に

二
分
さ
れ
ま
す
。

ヂ
災
抑
制
系
統
は
、
や
判
H
m
m
流

出
地
下
水
道
的
北
飾
品
料
線
へ
九
号
‘

ト
旬
、
ト
，
サ
の
一
五
所
か
ら

流
入
す
る
計
樹
で
す
a

間
判
桜
川
系
統
は
、
部
内
本
を
い

っ
た
ん
久
寺
家
ポ
ン
プ
場
へ
翰
端

的、

4
T
W
H
辺
倒
開
へ
一
注
叫
認
し
て
、

ト
ー
惨
へ
流
入
き
せ
ま
す
。

一
約
水
め
嶋
野
水
系
統
も
汚
水
と

ほ
と
ん
ど
M

附
と
く
、
利
似
川
、

子制
H
明
山
内
縦
糸
統
に
分
か
れ
、

上
抽
出
は
機
構
を
仰
い
、
下
流
は

twm師
自
然
水
路
品
慨
を
制
刊
間
期

L

て
排
水
す
る
外
縦
で
す
。

争
相
只
沼
系
統
は
、
十
本
的
幹

線
で
北
部
幹
線
へ
制
抑
制
制
出
向
系
統

は
、
…
一
本
的
幹
線
で
出
九
五
A
M
線

市
下
水
絡
へ
そ
れ
ぞ
れ
放
流
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
討
制
問
に
よ
る
処
理
区
域

は
蕊
由
化
‘
総
ぁ
人
口
が
集
中
し

て
い
る
裁
判
判
子
駅
と
、
そ
の
潔

沼
町
都
市
改
治
持
削
減
的
低
淡
を

殺
と
し
た
、
中
市
街
地
地
二
九
ハ
〉
へ

L
d
週
修
F

念
本
一
時

4
開山凶[一配

唾

n
E
B
h
j

一U

J-Jhd

判一

?え我孫子都市計翻下水道計欝闘

で3ケー~

2 

予言

北
部
幹

関

A
鮎
則
自
出
入
ロ

計
一
汚
水
処
一
割
情
的
対
象
と
な
る
計

量
出
総
入
門
は
は
、
昭
和
六
十
丘
年
仁

、
〕
お
い
て
九
十
万
人
が
見
込
ま
れ

4
り
て
い
ま
す
。

下

@

千

叫
H
…
出
張
掛
川
幹
線
5552
起
L
e
u

-
j

人

一
匹
@
阿
南
部
幹
線

i
附
ト
万
人

叫
崎

B
e
A
続
協
問
汚
水
震

一1
1

総
務
h

ハ
ト
九
年
に
は
家
庭
山
一
円

羽
子
之
総
排
水
・
家
斎
汚
水
め

子
山
汚
水
絞
は
…
日
当
り
山
出
十
万
立

十
一
、
方
糸
を
見
込
ん
匹
、
い
ま
す
。

示
会
う
ち
、
潟
市
的
汚
水
μ
抵
は
約

我
八
万
平
方
堂
、
会
惨
め
い
主
的

…
に
当
り
ま
す
a

こ
の
釜
本
と
を
る

a

人
一
日

お
り
の
汚
水
量
は
平
均
で
ぶ
八

。
μ
ワ
ヮ
ト
ル
、
最
大
で
五
二
ハ
v

u
ソ
ヴ
ト
作
を
見
込
で
h

ね
り
、
ぷ

場
排
水
ハ
紙
は
…
ヘ
ク
タ
i
ル
ψ
諮

り
…
日
平
約
八
十
立
方
メ

i
F

ル
、
一
回
数
大
一

c
cヌ
万
メ

ー
ト
ル
を
自
持
込
ん
で
い
ま
す
。
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回
@
士

の
工
事
進
む

A
拙
官
絡
施
設

下
水
浴
丹
管
絡
め
延
長
は
、

約
六
万
ぃ
丸
一
臼
メ
ー
ト
ル
で
大
事

事
恰
災
後
じ
い
れ
ミ
リ
か
ら
三
千

一
一
行
ミ
リ
明
、
す
り

割
引
・
刊
行
な
っ
さ
い
る
手
m
H
沼

北
部
幹
同
時
は
、
泌
総
↑
命
日
々
一
子

凶
行
メ

i
ト
ん
で
鰍
惚
拡
八
氏
、
句
、

サ
か
ら
二
一
千
二
一
お
ミ
リ
め
も
内

を
原
気
シ

i
ル
ド
γ
ム
ル
国
(
縦
穴

を
数
カ
所
仁
田
唱
り
、
そ
こ
か
ら

…
ふ
い
に
ト
ン
ネ
ル
を
壊
っ
て
滋

む
方
沖
駅
、
に
よ
っ
て
同
埋
設
し
て

い
ま
す
α

A
中
盤
ポ
ン
プ
織
噛

位
百
四
時
が
途
中
舎
で
漆
〈
務
ち
こ

む
場
合
法
、
下
水
を
州
側
水
す
る

た
め
に
中
継
ポ
ン
プ
を
絞
け
ま

す
a

挙
資
捕
前
北
部
幹
嫌
に
一
五

様
、
耐
阿
部
幹
線
に
ニ
ヵ
一
昨
‘
齢
制

削悶
&n
所
数
け
ま
す
。

汚
水
と
と
も
に
波
入
し
た
秒

や
大
き
な
ゴ
ミ
H
M

ポ
ン
プ
を
こ

わ
し
ま
す
丹
で
汰
砂
織
や
ス
ク

リ
!
ン
で
臨
時
去
し
ま
す
勿

よ
引
き
な
ゴ
ミ
や
汚
物
は
汚
水

と
い
勺
し
ょ
に
終
末
処
淫
坊
で

終
綴
し
ま
す
。

A
H
R
京
処
捌
職
場

ポ
ン
プ
で
州
問
中
砕
し
た
汚
水
は

ま
ず
沈
澱
抽
出
で
消
防
滋
絡
を
沈
め

て
と
り
徐
き
、
小
さ
な
が
ミ
や

水
に
漆
け
と
い
る
や
骨
機
物
は
ぷ

ア
レ

i
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
に
お
い

てぬ沼市
U
A
を
滋
り
な
が
ら
、
好
気

俊
樹
間
約
機
ら
き
を
利
渇
し
て
持
品

終
し
や
す
い
総
に
か
え
、
続
的
特

沈
澱
地
で
と
り
鈴
き
も
き
れ
い

な
水
に
し
て
初
刷
出
向
ヘ
毅
淡
し

ま
す
e

昨
拙
か
れ
た
汚
泥
は
脱
水
処
糊
鴨

川
町
上
、
綾
部
処
分
し
ま
す
。

的計市郎
M

地
理
場
は
、
品
料
鈴
子
泌

総
数
料
相
問
問
地
先
的
千
村
部
地
的
総

務
-JMWMm
町
に
建
設
し
ま
す
。

血
療
機
嫌

総
事
業
柑
践
は
と
ん
八
ハ
〉
機
円
が

布
俄
下

J

開
発
戸
新
沼

③
申
込

Anに
め
援
な
れ
耐
引
を

自
分
で
知
仙
人

L
、
半
数
へ
見

込
)
夜
明
地
町
一
一
潟
、
欲
的
制
説

明
設
一
述
、
数
近
々
ヶ
バ
以

内
に
綴
移
し
た
等
兵
(
ラ
イ

カ
制
判
〉
二
楽
を
添
付
し
て
人

wv然
へ
問
時
践
し
て
く
だ
き
い
匂

844 

。
受
付
制
問
糊
問

緩
和
約
十
八
彬
九
月
…
H
H

か

ら
十
月
十
一
対
ま
や
、

@
試
験
日
臨
時
・
機
器
m

③
第
一
次
試
時
制
-se--柑用品刊川悶ト

八
年
ト
n
丹
ゃ
一
ト
八
日
〈
日
い

か
号
山
間
九
時
交
付

災
時
悌
子
市
役
所

②
州
知
，
一
次
総
脱
却
j

3

m
初
出
出
十

八
年
卜
一
月
中
旬
〈
第
一
次

九
日
桝
相
刊
の
み
〉

主
弔

F
H主
者

4
4
!
1
1
?
 

品
ザ
訟
験
の
方
法

mw銃
一
次
試
験
:
3
2
3
教
義
試
験

{
沢
一
式
)
・
作
文

品W
第
二
次
試
験
i
:
函
接
試
時
棋

@
何
時
用
予
湾
問
問

。
昭
和
側
卜
九
俸
制
問
H

均
一
白

。
開
閉
会
せ
先

崎
明
糸
子
市
役
所
市
長
公
議
入

学
綴
一
T
二
七

O
i
一一

ぬ
係
子
市
山
叫
M
m
F
一
八
五
人

後
絞
り
川
悶
七
…

i
八手一、

83333
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五

内

線

二

二

ぺ

二
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〈
執
の
防
疾
対
策
〉

食
品
業
者
の
検
部
慌
に
つ
い
て
、
今
年

度
は
特
に
務
湖
国
体
M
F
十
月
に
問
問
後
き

れ
ま
す
的
で
務
援
対
策
的
一
潔
と
し
て

下
認
め
と
お
号
後
仙
躍
す
る
こ
と
に
な
り

ふぷ

1
レゎ~窃

一
人
残
ら
ず
受
け
ら
ゑ
ま
す
よ
う
務

綴
い
い
た
し
ま
す
。

検
揖
棋
は
、
終
に
食
べ
も
め
か
ら
慾
染

す
る
淡
泊
花
伝
染
崎
明
mw

…
時
憾
で
あ
る
♂
泌

抑
制
機
い
を
未
然
に
仲
間
ぎ
、
布
陣
仙
の
み
な

き
ん
に
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
く

た
ぬ
に
い
緑
年
検
査
を
爽
泌
す
'
る
よ
う
離
執

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
主
同
日
を
緩
解
さ
れ
札
ど
う
ぞ
ご
協

力
く
だ
さ
い

φ

表寺釜日

(
諮
問
時
機
所
)

広弘山
首11J題検主義者次円!lf'誌で行ないます

ので、もより内会場で受けて下さい。

炉設さ話司密 売上段sヶ!lより j鈴2オまで

的健康な米議純手守

悔いずれの

ら3時まで

表手議8 

去最五号

害

と
で
す
が
、
側
人
が
都
内
れ
を
出

す
こ
と
は
そ
寺
影
響
が
を
い
か

の
よ
う
に
箆
え
ま
す
。

と卵
ω

ろ
が
多
〈
的
人
々
が
長

年
に
わ
た
っ
て
鱗
み
重
ね
る
と

大
き
な
影
嗣
粧
を
及
ぽ
す
ク
公
務
恥

と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
綾
近
的
手
賀
沼
を

兇
ま
す
と
‘
フ
ナ
丹
「
穴
あ
事

山
明
い
が
そ
、
す
で
す
。
本
山
?
の
微

納
税
ゃ
な
ど
が
魚
の
ふ
う
や
皮
膚

に
付
草
、
と
だ
れ
た
リ
、
ま
た

水
援
が

k
る
た
め
バ
ク
テ
リ
ア

な
ど
が
然
林
め
に
発
生
し
て
‘
穴

あ
き
時
間
」
な
ど
の
術
然
が
び
ゐ

が
っ
て
い
き
ま
す
e

こ
れ
・
句
内
係
国
闘
は
工
業
附
川
水

や
繁
綴
で
毎
日
使
う
中
・
後
洗
剤

な
ど
も
日
に
は
関
川
え
ま
せ
ん
が

大
き
く
彩
終
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す。
和
博
伎
の
生
活
に
ぬ
M

然
環
境
を

大
切
に
ウ
ず
る
よ
う
…
人
一
人
が

、
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

生
命
を
縮
め
る
も
の

『公

品
駅
近
、
公
定
口
問
畿
が
深
刻
に

な
っ
て
き
ま
し
た
~
。

同
相
子
山
市
は
六
月
…
…
ト
パ
お

「
災
孫
子
市
公
東
口
約
止
条
例
議

-
Q
a

情。m
V
A
M

配
駆
け
て
〈
る
銭
円
吹
か
吾
、
脇
町
分
か
な

織
り
出
?
に
き
は
義
者
失
へ
り

つ
山
市
首
干
の
海
品
口
に
党
め
一
人
な
り

υと
§
也
容
を
匂
誌
読
み
か
へ
す
秋
灯
下

秋
的
縦
表
女
た
が
い
に
撃
を
引
き
て

身
ほ
と
り
の
底
的
あ
は
れ
や
夜
的
約

翠
き
忘
れ
あ
る
緩
め
夜
師
父
品
輸
犠

老
い
H
V

と
自
民
百
れ
て
廷
内
紛
同
胞
に
立
つ

出
陣
つ
づ
る
天
草
五
悼
闘
い
わ
し
雲

品
岬
患
を
東
京
開
帆
で
醐
開
き
に
け
号

染
谷
目
点
税
関
、

l
/

中
村
総
息
子
」
山
間
J

m叉
と
し
子
、
』
柑
w
d

根
本
千
代
乃

松

村

ゆ

き

小
拙
州
地
明
久

体
時
滋
き
み

援

本

あ

い

染

野

綾

怠

制

制

谷

清

宵

児

本目

談

ム
M

h
品
開
問
い
合
せ
と

お
申
込
み
は
、

市
内
の
各
閥
抗
へ

九
月
の
申
付
制
叫
州
刊

談
を
次
的
日
開
制
で
剛

2

行

な

い

ま

す

の

で

一

コ

ご
制
作
岡
市
く
だ
き
い
号

v
r
-

一
当

時

誌

は

い

ず

札

要

一

級

師
会
場
も
お
e
約
九

将
司
}
…
ト
分
か
ら
十

一
時
ま
で
と
‘
や

後
一
時
吋
か
ら
一
斗
川
崎

ま
明
、
で
す
事

録
下
手
緩
を
ぶ

れ
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。。

毘

H
U
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子
ど
も
の
飛
び
出
し
は
危
険

絞
殺
e

織
が
初
ま
り
・
友
だ
ち
ど

う
し
で
遊
び
に
山
附
か
け
る
ゆ
}
と

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う

6

学
校
内
先
生
や
お
か
あ
き
ん

に
品
拭
え
て
も
ら
っ
た
交
滋
ル
ー

ル
も
幾
ザ
い
い
献
す
中
に
な
り
泌
れ

が
ち
で
す
。

子
供
的
交
官
端
本
放
的
七
十
五

%
は
飛
び
万
し
が
催
地
問
自
で
す
e

ま
た
‘
子
供
は
幼
時
踏
で
滋
ぶ

こ
と
が
大
好
き
な
こ
と
か
ら
‘

総
務
中
町
準
的
後
で
遊
び
、

f
u

L
品
開
き
だ
し
た
ら
'
と
い
う
考

え
は
‘
夢
中
で
遊
ん
で
い
る
子

供
に
は
及
刊
ぜ
も
っ
き
ま
せ
ん
の

で
，
運
転
持
も
ト
分
気
を
つ
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
き
い
。

チ
伊
式
首
禍
号
無
制
怖
や
単
遂
を

文
諜
だ
よ
り

学
い
て
い
象
る
ふ
八
人
を
見
た
け
す

る
と
、
た
と
え
そ
れ
が
危
険
な

行
動
で
あ
っ
て
も
‘
す
ぐ
に
ま

ね
を
し
ま
す
。

大
人
に
は
状
出
品
約
制
削
が
で
き

ま
す
が
、
子
供
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
人
的
行
動
を
ま
ね
し
ゃ
f

い
子
供
の
た
め
に
も
、
大
人
か

ら
印
礼
遇
ル
ー
ル
を
守
り
、
ヂ
つ

ず
つ
呉
徳
川
川
に
教
え
る
寸
体
験

教
育
ん
を
ず
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
e

。コース
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紅識の磐梯へ
10 烏 4 日 ~5 日

日
付
制
明
則
則
」
が
快
相
川
ね
さ
れ
ま
し
た
a

公
市
単
行
と
は
波
浮
で
次
削
減
悶
闘

を
鈴
さ
い
ま
す
。

火
山
川
町
汚
染
・
叫
掛
血
百
a

水
質

的
待
相
川
・
般
的
滅
的
沈
下
・
本
協
嚇

一

3
2
3
3
3
φ
2
3
3寺
3
3
2
3
3
3
e
3
3
3
3
3
3
1
1
2
3
3
3
3
3
3
3
3
d
の

汚

染

・

葉

会

込

町

喜

一

仲

広

大

な

下

総

合

地

中

と

、

そ

野

山

に

あ

号

、

多

賀

市

出

に

泌

す

水

坊

主

義

墳

丘

慾

料

顕

で

す

γ

一
中
れ
に
入
。
く
ん
だ
多
数
時
治
る
山
口
織
的
中
間
同
時
に
あ
る
。

1

4

‘

叩

ゆ

こ

れ

以

外

に

日

照

的

尻

町

窓

口

，

一

了

2
‘

縄

文

時

代

中

人

々

?

ヲ

に

こ

の

害

後

円

f
k
J説
得
ν好
一

一

一

7
2薬

品

被

害

・

喜

一
プ
生
活
に
と
っ
て
こ
の
上
な

1
1
i
i

一一日

A
J
M
M
W燃
は

ヨ

シ

イ

守

谷

そ

し

て

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

引

い

よ

い

震

で

み

っ

た
a

言

語

労

務

を

向

け

て

き

一

J
F
3
S
~
ξ
z
f
r
bヤい一

J
h
f
J
L
に
や
警
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

一
ア
向
日
刊
誌
日
い
お
い
一
M
Mわ
ね
ば
滝
川

2
1
u
r
m
w隠
市
峨
泣
い
山
花
…
日
間
河
内
訳
河
川

一

村

士

、

喜

絞

っ

て

い

た

と

事

室

Z
一
ト
八
米
、
後
ぶ
一
何
イ

A
胤
府

M
W守
中

川

:

、

」

判

長

線

上

扱

わ

な

い

こ

と

に

な

一
仲
間
品
。
わ
れ
る
太
誌
の
…
柑
誤
認
阿
部
長
一
幸
約
千
九
米
、
前
間
労
相
部
長
訂
印
私

;

U

W

っ
て
い
ま
す
。

一

中

め

ら

れ

て

い

る

。

め

災

さ

約

二

・

笈

米

、

ク

ピ

レ

山

内

今

底

は

叙

た

ち

の

全

然

的

-

m

・

1

一村

1

i

i

i

l

i

i

j

i

l

-

-

J

H
二
十
五
開
と
し
六
尺
を
…
少
に
お
け
る
お
墳
時
代
的
紛
紛
ゆ
で
赤
憶
に
大
切
な

Z
ふ
い
な

L
村

(

あ

び

こ

を

譲

る

)

と

す

る

も

的

と

推

定

書

れ

、

絵

の

没

後

左

絡

を

符

え

る

よ

判

手

議

保

す

る

こ

と

に

つ

い

J

一村

r
I
l
l
i
-
-
i上ト
1
1
1
1
¥

門
的
油
閉
鎖
末
(
ぷ
雲
仙
中
期
よ
て
非
常
に
閣
議
開
怖
い
も
の
判
で
考
え
た
い
と
怒
い
ま
す
。

日時一

H

b

m

n

協
w
h
H咽

L
T際

海

明

り

後

開

期

)

前

大

形

前

方

後

阿

波

ぞ

あ

ろ

う

。

村

あ

ら

?

の

公

害

に

い

え

る

こ

一

小

，

d

i

-

-

事

j

か

ら

機

管

れ

た

尺

夜

と

…

致

吉

‘

こ

の

恋

愛

を

後

味

料

側
一
中
水
神
山
中
白
墳
は
丘
陵
村
総
品
目
部
の
の
ト
ロ
…
米
、
防
災
事
…
…
米
す
る
。
に
燃
し
た
い
と
岡
部
い
も
ニ
ニ
坤

&

一

恥

の

も

の

で

、

災

孫

子

中

山

噴

群

で

あ

る

。

以

上

か

・

旬

、

災

孫

子

は

畿

内

に

自

然

公

開

槻

を

蜘

げ

ろ

う

と

し

ゅ

一
村
市
中
最
大
の
お
惜
引
で
あ
る
と
と
こ
れ
か
ら
同
地
る
と
後
円
相
耐
に
と
な
ん
ら
か
の
総
ザ
つ
き
が
あ
て
い
る
。
川
明

E
一
村
も
に
、
曲
州
制
誌
な
古
代
的
愉
削
く
ら
べ
て
、
的
制
方
部
闘
が
巾
‘
滋
っ
た
と
添
わ
れ
る
。
な
お
、
前
方
議
問
機
と
は
判

円
以
一
村
方
後
m
門
竣
と
し
て
ョ
公
浮
き
き
と
も
に
い
ち
じ
る
し
〈
小
さ
氷
抽
出
古
墳
は
検
ぷ
お
よ
び
日
本
丹
古
墳
だ
け
に
岡
地
ら
れ
い
明

・4
一
村
後
鮮
や
竜
角
寺
中
問
機
制
併
を
含
〈
、
か
っ
た
紋
約
淡
い
、
い
わ
総
務
施
設
の
鉱
山
探
索
、
に
比
較
し
る
も
ま
誌
が
方
形
で
油
田
が
判

一
川
的
た
下
総
会
滅
的
大
形
前
だ
窃
る
柄
銭
都
府
い
い
制
捕
す
る
。
て
、
酎
制
撤
停
鋭
的
乏
し
い
こ
と
は

m
円
形
を
な
し
、
豪
族
的
綴
拙
稿
料

散
時
一
仲
後
一
円
榊
恨
の
や
で
も
援
会
的
グ
こ
の
中
闘
機
的
遺
骨
闘
い
い
悶
い
ら
漁
獲
な
枇
歪
で
あ
る
。
の
ン
ン
ボ
ル
と
し
て
伶
ら
れ
い
押

醐

d
ぷ

ル

l
γ
に

入

る

。

れ

た

災

後

は

百

五

十

酬

を

単

位

?

に

武

器

、

査

が

全

〈

た

も

の

で

あ

る

。

紳

ゆ
現
在
町
一
場
跡
的
は
当
市
内
骨
肉

k
し

た

も

の

で

‘

こ

れ

は

一

尺

見

ら

れ

な

い

こ

と

は

、

殺

孫

子

仲

恥
予
や
争
会
舎
や
や
や
多
令
・
令
令
や
φ
φ
φ
争
令
令
令
令
@
令
令
争
争
令
，
主
ヤ
や
令
ゐ
・
令
令
令
争
ゐ
争
令
や
春
令
令
@
令
A
V

令
令
・
+
ゐ
争
争
令
や
争
令
令
令
令
令
や
や
争
争
中

ハ
イ
ピ
ス
カ
ス
践
に
か
い
r
よ
へ
る
タ
っ
か
た

小

階

議

か

に

滋

附

向

り

絞

る

榔

け

山

山

幸

子

市
住
町
本
は
拍
伸
び
る
に
ま
か
せ
く
ち
な
し
的

花
的
存
し
る
き
h
y
ベ

と

な

り

ぬ

全

体

均

時

一

十

捻
し
さ
を
山
崎
ひ
て
歩
め
ば
日
州
知
的
滋

木

々

そ

れ

ぞ

れ

の

殺

り

た

行

士

ふ

絡

只

端

部

h
y
帥
倒
的
粁
へ
し
わ
が
家
的
慾
べ
に
寄
り
て
来
る

申
た
た
趣
帽
の
瀞
判
ら
幻
に
う
つ
れ
り
山
門
川
間
交
代

治
立
ち
て
沸
き
く
る
牛
乳
児
つ
め
フ
つ

絞
め
る
「
に
一
一
何
回
、
点
数
議
を
年
ふ

禽

鈴

木

版

チ
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老
人
橋
祉
大
会

腐

れ

る

九
月
十
五
認
は
級
都
品
的
問
口
い
い

定
め
ら
お
札
て
い
ま
す
。

本
市
川
川
、
例
年
ニ
昨
日
を
老

人
総
社
内
認
識
と
老
え
の
み
な

さ
ん
の
健
康
を
綴
い
ぷ
品
人
協

技
大
会
し
を
行
な
っ
て
お
守
ま

す。
今総号凶
u
m闘
関
目
を
迎
か
え
ま

す
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
次
め

と
お
り
で
す
。

軍
臼
時

間
明
利
約
十
八
年
九
月
十
五
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後

一一一時
γ

ま
で

軍
綾
部
削

減
対
悌
子
中
ゆ
校
体
片
付
時
時

@ 

念
仏
の
掛
端
宝
、

者
へ
記
念
品
約
絞
殺
、
そ
し
て

液
議
な
ど
令
後
し
ま
す
。

混
入
総
社
仲
間
ど
も
老
人
は
、

多
与
に
わ
た
り
社
会
的
滋
悶
慌
に

努
与
さ
れ
、
か
つ
柚
時
余
守
安
ら

か
な
致
活
を
同
開
附
陣
容
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
絞
め
ら
れ
て
い
ま
す
@

ね
た
ち
は
老
人
の
方
々
の
終

総
長
期
吋
を
病
問
い
、
や
さ
し
い
‘
心

づ
か
い
で
開
明
る
く
す
ニ
や
か
者

8
々
を
滋
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

老

人

医

療

繁

申
議
会
守
お
卒
め
に

七
十
地
域
に
な
ら
れ
た
万
で
、

ま
だ
老
人
医
療
時
間
受
給
殺
絞
め

交
付
申
議
を
し
て
い
な
い
ガ
は

い
ま
す
く
ゆ
滅
し
て
下
さ
い
。

市
城
酬
に
は
、
山
州
か
ん
と
保
険

獄
叫
が
必
婆
で
す
の
で
ご
待
券
く

だ
さ
い
。

今
年
い
転
入
零
れ
た
方
は
.
こ

的
ほ
か
に
淡
泉
徴
収
表
(
描
聞
い

て
い
る
人
的
続
出
昨
か
ら
、
て
ん

び
き
で
税
金
を
夜
号
た
て
た
M
脱

税
香
)
ま
た
は
、
前
年
皮
肉
所

得
制
闘
を
明
治
事
久
た
宮
西
開
棋
を
持

品
世
し
て
く
だ
古
い
e

を
お
、
申
請
手
続
を
し
な
い

場
合
は
、
老
人
険
機
滅
的
残
忍

負
担
分
は
幾
何
村
と
な
り
ま
せ
ん

的
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

身
体
織
害
者
の

巡

回

相

談

身
体
様
車
官
級
丹
滋
附
州
側
制
緩
を

次
の
と
お

9
代
金
い
ま
す
の
で

ご
制
刊
潟
〈
だ
さ
い
。

智
髭
帥
吋
'
'
川
局
昔
え
設
等
後
ふ

崎
沖
寸
林
綾
寸
滋
a端

寸
，

曹
工
場
開
ヤ
鋭
校
セ
ン
タ
ー

紛
れ
九
に
母
体
障
害
者
手
相
恨
の

交
付
を
受
け
た
い
方
、
拙
附
崎
潤
帥
慨

を
申
請
笹
山
惣
棚
惜
し
た
い
方
、
総

括
臼
に
入
所
教
緩
め
々
、
就
職
に

燃
す
る
機
、
そ
め
総
身
体
荷
山
者

に
か
か
わ
る
事
に
つ
い
て
の
粉

淡
な
ど
を
お
受
け
い
だ
し
ぎ
十

円
で
、
当
日
は
お
然
組
制
に
い
柏
山
山

か
け
〈
だ
さ
い
。

お
坤
附
み
り
し
て
お
ワ
ま
す
。

(
一
誠
株
小
事
務
蹴
問
〉

行

政

相

談

人

権

擁

緩

相

談

九
月
的
行
設
相
談
お
よ
び
人

議
機
設
相
談
は
次
的
と
お
り
行

な
い
ま
す
の
で
ご
創
刊
総
〈
だ
き

し
柑

v
織
問
問
九
月
二
十
五
円
ね
(
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)

ネ
ム
部
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時
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ら
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ぷ
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時
ま
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も
っ
た
い
な
い
/

十
億
符
の
忘
れ
も
の

郵
便
貯
金
同
ぺ
十
年
間
出
し

入
れ
が
な
い
と
加
熱
効
と
な
り
ま

ふ

9
a貯

金
均
は
、
ご
利
回
附
丹
後
織

に
滋
和
却
を
出
し
て
お
号
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
噛
謀
総
が
な
い
た
め
‘

酬
明
核
燃
十
七
年
皮
は
十
健
三
千

九一向官
M
m
門
も
の
多
額
の
貯
金
が

凶
出
庫
に
入
っ

利
子
が
利
子
を
生

ん
小
、
緩
い
が
け
を
い
誠
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
a

も
う
一
度
、
タ
ン
ス
・
削
で

金
壊
な
ど
の

-mを
よ
く
絞
め
て

溺
緩
や
絞
殺
が
あ
り
ま
し
た
ら

印
総
持
参
の
上
、
最
寄
の
務
後

閥
均
へ
お
出
か
け
く
だ
苦
い
勉

を
お
、
払
い
も
ど
し
的
事
後

の
外
、
級
制
臨
時
議
求
を
き
れ
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
e

(縁組税関問〉

防
火
管
濃
の

講

習

会

倒
防
法
に
し
た
が
つ
だ
防
火

管
制
唱
の
資
絡
を
得
る
た
め
の
綴

習
会
を
閣
寺
ま
す
の
で
希
望
者

は
ど
し
ど
し
出
申
込
み
く
だ
さ
い
o

v後
付
織
問

九
同
庁
十
司
か
ら
九
階
月
十
叩
札
口
ぬ

ま
で

V
輔
網
岡
岡
田
嗣

十
月
八
時
?
九
日
町
午
約
九

時
吋
十
分
か
ら

wv
場
所

中
央
霞
力
紛
究
会
会
議
室

V
由
申
込
み
先

災
孫
子
市
消
防
本
務
予
防
出
聞

く
わ
し
〈
は
消
防
本
総
学
時
関

係
層
地
籍
八
一
…

l
七
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ま
で

71l的人口数慾

男女計

15人 17人 152人

345人 352人 691人

18人殺人 知人

202人 112人 314人
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紙

死

転
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豊かな文化都市つくろう納税で




